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安心して自分の考え

を伝えられるように

するために、全体で

話し合う前にペアや

小グループで考えを

伝え合う場面を設定

する。

主題に対して多面的・多

角的に考えられるよう

に、手立ての工夫を行

う。自分の考えをもち、

共有したり伝え合ったり

する場面を意図的・計画

的に設定する。

主題に対して、多面的・

多角的に捉えられるよ

う、意見を共有する。

ICTを活用しながら小グ

ループや全体での議論す

る場を意図的に設定す

る。

・学習に対して前向きに取り組んでいる児童が多い一方で、向社会性や自己有用感などの項目については、東京都や全国と比較して同等の

　割合となっており、他の調査項目と比較して低い割合となっている。基礎的・基本的事項の確実な定着を図る指導と共に、課題に合わせ

　て解決方法を自分で工夫できるような指導をするなど、児童が自己有用感を高めながら、主体的に学ぶ力を育む必要があると考える。

・いずれの教科においても、正答率は比較的高い。しかし、国語の記述式（２四　47.1％）や算数の二次元表の読み取り（４(３)　33.3％）

　など正答率が５割に満たない設問があり、習熟度の低い児童も多くいることを踏まえ、個別最適な学びを重視し、協働的な学びとの一体

　的な充実を図りながら、更なる学力向上を目指していくことが課題である。

・自律した学習者の育成を推進し、自己調整力を高めること

・指導の個別化と学習の個性化による「個別最適な学び」を図ること

・多様な他者とかかわりあいながら、新しい理解や価値を見いだす「協働的な学び」を図ること

自分の考えをもち、話合

いの目的を明確にして活

動する。活動形態を工夫

したり、ICTを利活用し

たりすることを通して、

互いの考えを共有する機

会を設定し、自分の考え

を深めたり、広げたりす

る。

資料から読み取ったこと

や調べたことをペアやグ

ループで共有したり伝え

合ったりする。事実から

深い学びにつながるよう

に考察する力を高めてい

く。そのために個に合っ

た資料を複数用意する。

端末やプリントなどによ

り、全員に基礎・基本の

力を身に付けられるよう

にする。学び合いの時間

を意図的に確保すること

によって、多様な考え方

を身に付け、考えを深め

られるようにする。

身近な事象から問題を見

いだし、根拠をもって仮

説を立てることで見通し

をもち、予想と結果を比

較できるようにする。考

察では、結果から考えら

れることを文章で表現

し、共有する活動を設定

する。

音楽で気付いたこと

や感じたことなど

を、ペアやグループ

で伝え合う場面を設

ける。また、表現の

工夫ができるよう、

少人数の活動を意図

的に設定する。

形や色などの感じを

基にイメージしたこ

とを伝え合う場面を

意図的に設定し、表

現に生かしたり発展

させたりできるよう

にする。

学習課題に対して、

自分の思いや願いか

ら一人ひとりがめあ

てをもち、自己の課

題を解決するため

に、協働的に学べる

ような場面を意図

的・計画的に設定す

る。
基礎的な知識の定着を土

台として、交流し合うス

モールトークを積極的に

取り入れる。また、目的

をもって自分の思いや考

えを伝え合えるような場

面やゴールを設定する。

自らの課題を考え、

それに向かって解決

する場面を設ける。

また、思いや意図を

もち、主体的に表現

を工夫することがで

きるように、少人数

の活動を設定する。

形や色などの造形的

な特徴を基にイメー

ジしたことを伝え合

う場面を意図的に設

定し、新しい自分の

イメージをつくりだ

すなどの展開につな

がるようにする。

問題を解決する際、自分

に適した手だてを選べる

よう教材を工夫する。考

えや意見を伝え合う場面

を意図的・計画的に設定

し、深い学びにつながる

ようにする。

運動に対して、学習内容

を捉え、課題解決に向け

て自己決定・自己選択で

きるような場面を設定

し、仲間とともに技能を

高めたり、思考を促した

りできるようにする。

自分の考えをもち、必要

感をもって伝え合えるよ

うに、ペアや小グループ

学習の中で話し合いの場

面を設定する。そのうえ

で、叙述に即して考えを

深められるようにする。

自分が資料から気付

いたことや読み取っ

たことを、共有した

り伝え合ったりする

時間を意図的・計画

的に設定する。

基礎的知識の定着を

土台として、検討の

場面では、協働的な

学びを促す手だてを

設定する。まとめや

振り返りの時間を大

事にする。

身近な事象に興味をも

ち、予想や考察を文章や

絵で表現できるようにす

る。また、考え、表現し

たことを共有したり伝え

合ったりする時間を設定

し、考えの幅を広げられ

るようにする。

少人数グループで

活動を行い、基礎

的な部分や表現の

工夫を話し合う場

面を意図的に設定

する。

一人ひとりの児童

の気付きを交流し

合う場面を意図的

に設定し、見方や

感じ方を広げてい

けるようにする。

楽しく遊ぶことを土台と

して、児童同士で動きの

良い所を見付け、伝え合

い、自分の動きに生かせ

るような活動を意図的・

計画的に設定する。

自ら考え、学ぶ力を養う

ために、自分の考えをも

てるよう、教科書等を活

用して例を示すようにす

る。ペア学習の中で自分

の考えを発表したり質問

や感想を伝えたりする活

動を多く設定する。

学ぶ土台として、具体物

の活用などを通して、計

算や数の仕組みなど基本

的な事項を確実に身に付

けさせる。自分の考えを

ペアで伝え合う活動を設

定し、伝え合う力を養

う。

実生活と学校での学びを

つなぐために、体験する

活動と、体験を通して感

じたことや考えたことを

表現し、互いの考えを比

べたり関連付けたりする

活動を意図的・計画的に

設定する。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語

質問紙調査を年３回実施し、子ども

たちの学びに関する意識の変容を検

証している。令和７年度の結果とし

て、授業において学びの自己調整し

て取り組もうとする意識が薄い傾向

にあることが明らかとなった。

・学習の「量」（家庭学習時間・塾の時間）は学年が上がるほど増える一

　方、「計画・見通し・振り返り」という学習の「質」は5年生で最も

　弱くなっており、量と質のギャップが生じている。

・メタ認知的な行動（振り返り、メモ、自分の考えを伝える）は学年を問わ

　ず全体的に弱く、特に算数の文章題・計算の見直しが顕著に弱い。

・学力に応じたコース分け（習熟度別指導）への肯定感は学年を通じて高く、

　児童自身が「自分に合った学び方」を求めている。

・国語・算数共に都・全国を上回ってお

   り、学校として学力は高い水準にある。

・国語では、「記述式」(64.9％)が選

   択式(72.5％)・短答式(79.3％)よ

   り約8～14ポイント低い傾向にある。

・算数では、「Ｃ変化と関係（割合・比例

   など）」領域の正答率が低かった。また

「思考・判断・表現」が低い傾向にある。

（都・全国と比較して）

・基本的な生活習慣（朝ご飯喫食率

   等）が整っている傾向にある。

・学校における学習活動に対して肯

   定的な傾向が高い。

・平均学習時間が平日、休日ともに高

   く、ICT活用率が高い傾向にある。

国分寺市立第四小学校令和８年度　授業改善推進プラン　

自律した学習者の育成を図る授業（児童の主体的に学ぶ力や自己調整力の育成を図る。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に努め、学力向上を図る。）

学力・学習状況調査の分析 生活習慣や学習習慣に関する質問調査の分析

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（小学校６年生） （２）都「学びに向かう力等に関する意識調査」の分析（小学校４～６年生） （３）　その他の資料を活用した分析

活用した資料名及び分析結果

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 児童

の現状」にまとめる。

③「２ 児童の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 児童の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 児童の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 学校指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施


